
よりよい市議会だよりを
目指して

皆様の声をお聞かせください
　紙面のレイアウトや内容などに関す
る御意見がありましたら、議会事務局
までお寄せください。紙面づくりの参
考にさせていただきます。
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発　行　調布市議会
東京都調布市小島町2-35-1

議会事務局
042-481-7291 042-481-5119
gikai@city.chofu.lg.jp

第 262号の主な内容

○調布市議会役職名簿
○会派別所属議員名簿
○議席図 ・・・２

○一般質問の要旨 ・・・３～７

○用語の解説 ・・・４～５

○調布市議会傍聴規則を改正しました
○本会議におけるＡⅠを活用した
　字幕表示を試行実施します ・・・６

○令和６年度行政視察受入れ状況
○第20回議会報告会を開催しました
 ・・・７

○案件に対する議員の態度
○政務活動費収支報告
○編集後記 ・・・８
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日　

付

内　
　
　
　
　

容

年４回発行（２月・５月・８月・11月の５日）
号）第年）（令和 年 月 日（５

市議会ＨＰ
二次元コード

調布市ホームページ　https://www.city.chofu.lg.jp/
調布市は令和７年４月１日に市制施行70周年を迎えました

古紙パルプを配合した紙を
使用しています

調布市ホームページで、本会議や委員会などのインターネット中継（生中継・録画）をご覧いただけます。
また、今号に掲載している本会議・委員会の会議録は、 月末頃にホームページなどで公開予定です。

第 2回定例会の会議経過

宮
本
和
実
議
長
・
須
山
妙
子
副
議
長
を
選
出

監
査
委
員
に
鈴
木
宗
貴
議
員

議
会
役
員
構
成
き
ま
る
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掲載内容：令和７年第２回定例会を中心に掲載

本
会
議

○
議
席
の
一
部
変
更

○
委
員
会
提
出
議
案
上
程（
議
決
）

○
市
長
報
告

○
議
案
上
程（
議
決
）

○
諸
報
告

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

○
議
会
役
員
構
成

○
議
案
上
程（
委
員
会
付
託
）

○
陳
情
上
程（
委
員
会
付
託
）

５
日
㈭
○
一
般
質
問（
６
人
）

６
日
㈮
○
一
般
質
問（
６
人
）

９
日
㈪
○
一
般
質
問（
７
人
）

11
日
㈬
常
任
委
員
会

13
日
㈮
議
会
運
営
委
員
会

18
日
㈬
本
会
議

○
議
案
上
程（
議
決
）

○
諸
報
告

30
日
㈮

５
月２

日
㈪

６
月

市制施行当時の調布市役所（左・右上）、調布市議会（右下）　昭和33年頃撮影市制施行当時の調布市役所（左・右上）、調布市議会（右下）　昭和33年頃撮影

※指名推選　地方議会における選挙で、投票によらずあらかじ
め指名される者を定め、議長等がその者を指名す
ることで当選者とする方法。出席者全員異議のな
いことが必要。

　

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
を
、
５
月
30
日
か
ら
６
月
18
日
ま
で
の
20
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
６
月
２
日
の
本
会
議
で
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
指※
　

名

推
選
に
よ
り
、
宮
本
和
実
議
員
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布
）
を
議
長
に
、
須
山
妙
子
議

員
（
公
明
党
）
を
副
議
長
に
選
出
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
常
任
委
員
会
・
議
会

運
営
委
員
会
・
特
別
委
員
会
の
各
委
員
及
び
組
合
議
会
議
員
な
ど
の
議
会
人
事
も

行
い
ま
し
た
（
役
職
名
簿
は
２
面
）
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
11
件
を
慎
重
に
審
議
し
、
全
て
原
案
ど
お

り
承
認
・
可
決
・
同
意
し
た
ほ
か
、
委
員
会
提
出
議
案
２
件
・
議
員
提
出
議
案
５

件
・
陳
情
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
（
詳
細
は
８
面
）
。

　
宮
本
議
長
は
、
市
議
６
期
目
で
、
副
議
長
、
議
会
運
営
委
員
長
な
ど

を
歴
任
し
ま
し
た
。
須
山
副
議
長
は
、
市
議
４
期
目
で
、
文
教
委
員
長
、

厚
生
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　
宮
本
議
長
は
就
任
の
挨
拶
で
、
「
今
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
に
は
、
政
策
立
案
能
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
議
会
が
一
致
団
結
し
て
、
政
策
を
つ
く
る
取
組
や
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
の
年
に
当

た
り
、
市
内
に
お
け
る
様
々
な
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
、
調
布
市
議
会

と
し
て
の
参
加
に
つ
い
て
も
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。
議
員
任
期
前
半

の
２
年
間
、
議
会
運
営
委
員
長
と
し
て
議
会
基
本
条
例
の
検
証
に
取
り

組
む
中
で
、
時
代
の
流
れ
や
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。
議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、

不
断
の
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
議

会
報
告
会
に
つ
い
て
も
、
市
民
へ
の
議
会
報
告
実
行
委
員
を
中
心
に
こ

の
２
年
間
進
め
ら
れ
て
き
た
検
証
を
基
に
、
し
っ
か
り
と
形
に
し
て
い

き
た
い
。
こ
の
調
布
市
議
会
を
よ
り
活
気
あ
る
議
会
に
し
て
い
く
べ
く

努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
。
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

議
長
就
任
に
当
た
っ
て

よ
り
活
気
あ
る
調
布
市
議
会
に

副 議 長

須 山 妙 子
議　　長

宮 本 和 実

調布市郷土博物館蔵調布市郷土博物館蔵

調布市郷土博物館蔵調布市郷土博物館蔵

調布市議会20年史より調布市議会20年史より



（2）第 262 号 調 布 市 議 会 だ よ り 日月年）年（令和７ 2025 ５８ ㈫

議 席 図

調 布 市 議 会 役 職 名 簿
◎委員長　○副委員長（令和７年６月２日現在）

●議席図
　凡　例

■■チ …チャレンジ調布　　■■公 …公明党　　■■自新 …自民党新政会　　■■共 …日本共産党　　■■維 …日本維新の会　
■■に …れいわネット・にじいろの会　　■■自民 …自由民主党　　■■立 …立憲民主党　　■■ミ …調布ミライ政策会議　　■■次 …次世代・調布

傍　聴　席　側

議長席・理事者席側
※理事者席…市長や各部長等の席

役　職　名 定数 氏　　　　　　　名

議　　　長 １ 　宮本　和実

副　議　長 １ 　須山　妙子

常
　
任
　
委
　
員

総 務 委 員 ７ ◎平野　　充　○山根　洋平　　岸本　直子　　田中　謙二
　沼田　　亮　　藤川　満恵　　宮本　和実

文 教 委 員 ７ ◎大野　祐司　〇青山　　誠　　大須賀浩裕　　川畑　英樹
　木下　安子　　澤井　　慧　　須山　妙子

厚 生 委 員 ７ ◎古川　陽菜　〇内藤美貴子　　榊原登志子　　鈴木ほの香
　鈴木　宗貴　　田村ゆう子　　丸田　絵美

建 設 委 員 ７ ◎清水　仁恵　〇佐藤　尭彦　　阿部　草太　　磯邉　　隆
　伊藤　　学　　井上　耕志　　松野　英夫

議 会 運 営 委 員 ７ ◎井上　耕志　○大野　祐司　　岸本　直子　　木下　安子
　澤井　　慧　　平野　　充　　丸田　絵美

広 域 交 通 問 題 等
対 策 特 別 委 員 11

◎沼田　　亮　○山根　洋平　　磯邉　　隆　　大野　祐司
　川畑　英樹　　岸本　直子　　木下　安子　　澤井　　慧
　平野　　充　　藤川　満恵　　古川　陽菜

調 布 飛 行 場 等
対 策 特 別 委 員 11

◎青山　　誠　○松野　英夫　　伊藤　　学　　榊原登志子
　佐藤　尭彦　　清水　仁恵　　鈴木ほの香　　田中　謙二
　田村ゆう子　　内藤美貴子　　丸田　絵美

ふ じ み 衛 生 組 合 
議 会 議 員 ５ 　井上　耕志　　大野　祐司　　古川　陽菜　　松野　英夫

　丸田　絵美

東京都十一市競輪
事業組合議会議員 ２ 　清水　仁恵　　平野　　充

東 京 都 六 市 競 艇 
事業組合議会議員 ２ 　大須賀浩裕　　丸田　絵美

東京たま広域資源
循環組合議会議員 １ 　清水　仁恵　

東 京 都 後 期
高 齢 者 医 療
広域連合議会議員

１ 　古川　陽菜

役　職　名 定数 氏　　　　　　　名

監 査 委 員 １ 　鈴木　宗貴

調 布 市 都 市 計 画 
審 議 会 委 員

５
以内

　青山　　誠　　川畑　英樹　　沼田　　亮　　藤川　満恵
　山根　洋平

調 布 市 土 地 開 発 
公 社 監 事 １ 　内藤美貴子

調布市国民健康保
険運営協議会委員 ５ 　青山　　誠　　川畑　英樹　　佐藤　尭彦　　藤川　満恵

　山根　洋平

調布市公民館運営 
審 議 会 委 員 １ 　清水　仁恵

調布市京王閣競輪 
場 周 辺 環 境 対 策 
連絡協議会相談役

10
　阿部　草太　　磯邉　　隆　　伊藤　　学　　大野　祐司
　岸本　直子　　榊原登志子　　澤井　　慧　　鈴木ほの香
　松野　英夫　　丸田　絵美

広 報 委 員 15

◎山根　洋平　〇沼田　　亮　　阿部　草太　　磯邉　　隆
　伊藤　　学　　大野　祐司　　川畑　英樹　　岸本　直子
　榊原登志子　　澤井　　慧　　鈴木ほの香　　須山　妙子
　藤川　満恵　　松野　英夫　　宮本　和実

市 民 へ の 議 会
報 告 実 行 委 員

13
以内

◎内藤美貴子　〇青山　　誠　　阿部　草太　　磯邉　　隆
　伊藤　　学　　木下　安子　　榊原登志子　　佐藤　尭彦
　田中　謙二　　田村ゆう子　　沼田　　亮　　平野　　充
　古川　陽菜

調 布 市 議 会
議 員 会 委 員 12

　阿部　草太　　磯邉　　隆　　伊藤　　学　　大野　祐司
　木下　安子　　榊原登志子　　澤井　　慧　　須山　妙子
　田村ゆう子　　藤川　満恵　　丸田　絵美　　宮本　和実

三多摩上下水
及び道路建設
促 進 協 議 会

第１委員 １ 　松野　英夫

第２委員 １ 　佐藤　尭彦

第３委員 １ 　青山　　誠

会派別所属議員名簿
会 派 の 名 称 　所属議員名　（◎幹事長　○副幹事長）　

チャレンジ調布
（８人）

◎丸田　絵美　○山根　洋平　　青山　　誠
　井上　耕志　　川畑　英樹　　清水　仁恵
　古川　陽菜　　宮本　和実

公　　 明　　 党
（５人）

◎平野　　充　○須山　妙子　　内藤美貴子
　藤川　満恵　　松野　英夫

自 民 党 新 政 会
（５人）

◎大野　祐司　○佐藤　尭彦　　大須賀浩裕
　鈴木　宗貴　　沼田　　亮

日 本 共 産 党
（２人）◎岸本　直子　○田村ゆう子

日 本 維 新 の 会
（２人）◎澤井　　慧　○田中　謙二

れいわネット・にじいろの会
（２人）◎木下　安子　○鈴木ほの香

自 由 民 主 党
（１人）◎伊藤　　学

立 憲 民 主 党
（１人）◎榊原登志子

調布ミライ政策会議
（１人）◎磯邉　　隆

次 世 代 ・ 調 布
（１人）◎阿部　草太

議席の一部変更議席の一部変更
令和７年５月30日付令和７年５月30日付

•れいわネット・にじいろの会　•れいわネット・にじいろの会　
•次世代・調布　　　　　　　　•次世代・調布　　　　　　　　

※川畑　英樹議員は、令和７年５月20日付でチャレンジ調布に加入しました。※川畑　英樹議員は、令和７年５月20日付でチャレンジ調布に加入しました。

※令和７年５月7日付で新会派の届出がありました。※令和７年５月7日付で新会派の届出がありました。

•14番→15番　古川　陽菜　　•15番→14番　阿部　草太　　•21番→25番　川畑　英樹•14番→15番　古川　陽菜　　•15番→14番　阿部　草太　　•21番→25番　川畑　英樹
•22番→21番　丸田　絵美　　•23番→22番　清水　仁恵　　•24番→23番　井上　耕志•22番→21番　丸田　絵美　　•23番→22番　清水　仁恵　　•24番→23番　井上　耕志
•25番→24番　宮本　和実•25番→24番　宮本　和実

氏名
議席番号

議員写真

（令和７年５月30日現在） （令和７年５月20日現在）

自新８８
沼田　亮

自新1818
大野祐司

自新1717
佐藤尭彦

維1616
澤井　慧

チ1515
古川陽菜

次1414
阿部草太

共1313
岸本直子

に1212
木下安子

立1111
榊原 登志子

公1010
平野　充

公2020
内藤 美貴子

チ2121
丸田絵美

チ2222
清水仁恵

チ2323
井上耕志

チ2424
宮本和実

チ2525
川畑英樹

自民2626
伊藤　学

自新2727
鈴木宗貴

自新2828
大須賀浩裕

公1919
須山妙子

公９９
藤川満恵

維７７
田中謙二

チ６６
山根洋平

チ５５
青山　誠

共４４
田村ゆう子

に３３
鈴木ほの香

ミ２２
磯邉　隆

公１１
松野英夫

会派



田
中　

謙
二
（
日
本
維
新
の
会
）

高
齢
者
等
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

審
議
会
の
情
報
公
開
に
つ
い
て

青
山　
　

誠
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
小
中
学
校
老
朽
化
対
応
・

子
ど
も
食
堂
事
業
を
問
う

環
境
教
育
と
地
域
経
済
の活

性
化
に
つ
い
て

松
野　

英
夫
（
公　

明　

党
）

調
布
の
農
の
未
来
に
つ
い
て多

角
的
に
問
う

磯
邉　
　

隆
（
調
布
ミ
ラ
イ
政
策
会
議
）
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凡
例

が
日
常
生
活
の
中
で
主
体
的
に
環
境

学
習
に
取
り
組
め
る
内
容
で
あ
る
と

認
識
。
今
後
、
学
校
で
も
回
収
が
で

き
る
よ
う
、
環
境
部
門
と
調
整
。

問　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
普
及
促

進
に
向
け
、
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
き
た
の
か
。

副
市
長　
３
年
度
か
ら
５
年
度
に
、

事
業
者
へ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

導
入
支
援
や
市
民
へ
の
普
及
を
目
的

と
し
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
を
実
施
。

問　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
支
援

す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
な
ど

の
対
策
は
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

産
業
部
長　
公
民
館
等
で
の
高
齢
者

向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
等
に

参
加
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に

問　
21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
環
境
教
育
は
極
め
て
重
要
な
意
義

を
有
し
て
い
る
。
市
で
は
、
環
境
教

育
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
市
立
学
校
で
各
教
科
等

で
課
題
設
定
し
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

ふ
じ
み
の
見
学
等
の
環
境
教
育
実
施
。

問　
公
共
施
設
へ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
分
別
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設

置
拡
充
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
設
置

拠
点
の
一
つ
と
し
て
各
学
校
に
展
開

す
る
こ
と
で
、
環
境
教
育
の
取
組
に

も
な
る
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

教
育
部
長　
既
に
市
庁
舎
等
で
分
別

回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

の
再
生
利
用
を
実
施
。
児
童
・
生
徒

関
す
る
説
明
機
会
の
増
加
に
努
め
た
。

問　
都
は
東※

京
ア
プ
リ
普
及
の
た
め
、

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、
７

千
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
事

業
を
７
年
秋
に
実
施
予
定
。
こ
れ
を

財
源
と
捉
え
、
市
内
経
済
の
活
性
化

に
取
り
組
め
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

産
業
部
長　
今
後
、
東
京
ア
プ
リ
に

関
す
る
新
た
な
取
組
が
都
か
ら
示
さ

れ
た
際
、
必
要
に
応
じ
て
市
内
事
業

者
や
市
民
に
対
す
る
情
報
提
供
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

福
祉
部
長　
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
で
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
就
労

相
談
実
施
。
市
は
が
ん
相
談
サ
ポ
ー

ト
事
業
で
制
度
案
内
や
相
談
を
実
施
。

問　
介
護
と
仕
事
の
両
立
支
援
は
困

難
で
、
介
護
離
職
が
増
加
。
ビ
ジ
ネ

ス
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
就
労
支
援
を
問
う
。

福
祉
参
事　
調
布
ゆ
う
あ
い
福
祉
公

社
で
社
会
福
祉
士
等
に
よ
る
相
談
支

援
実
施
。
ケ
ア
ラ
ー
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ

ク
等
作
成
し
、
支
援
情
報
を
提
供
。

ま
た
、
市
は
介
護
教
室
や
臨
床
心
理

士
相
談
等
を
実
施
。
多
種
多
様
な
ケ

ア
ラ
ー
へ
の
支
援
充
実
に
努
め
る
。

問　
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
は
市
長

や
議
員
等
の
報
酬
等
を
審
議
す
る
重

要
な
機
関
だ
が
、
会
議
は
非
公
開
、

問　
2050
年
に
は
、
就
職
氷
河
期
世
代

と
重
な
る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
。
十
分
な
年
金
受
給

額
や
老
後
資
金
が
な
く
経
済
的
に
困

窮
し
、
働
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
高
齢
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。

市
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の

業
務
委
託
契
約
に
つ
い
て
問
う
。

福
祉
参
事　
会
員
へ
の
配
分
金
は
最

低
賃
金
を
下
回
ら
な
い
水
準
を
勘
案

し
設
定
。
最
低
賃
金
引
上
げ
等
に
よ

り
、
契
約
単
価
は
５
年
前
と
比
較
し
、

平
均
で
お
お
む
ね
10
％
程
度
上
昇
。

問　
が
ん
の
罹
患
率
は
年
齢
と
と
も

に
増
加
。
中
小
企
業
で
は
相
談
・
支

援
体
制
が
乏
し
い
の
が
現
実
。
長
期

療
養
者
へ
の
就
労
支
援
を
問
う
。

配
付
資
料
も
非
公
開
で
あ
る
。
他
自

治
体
で
は
公
開
・
傍
聴
可
を
原
則
と

し
、
配
付
資
料
を
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て

い
る
事
例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
情

報
公
開
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

総
務
部
長　
委
員
同
士
の
率
直
な
意

見
交
換
や
意
思
決
定
の
中
立
性
確
保

の
観
点
か
ら
、
原
則
会
議
は
非
公
開
。

議
事
録
は
内
容
を
委
員
に
確
認
の
上
、

審
議
会
終
了
後
に
答
申
と
併
せ
公
開
。

会
議
資
料
の
公
開
等
に
つ
い
て
は
他

自
治
体
の
運
用
等
情
報
収
集
し
検
討
。

教
育
部
長　
各
校
で
コ
ス
ト
縮
減
に

取
り
組
み
、
１
週
間
当
た
り
３
回
か

ら
４
回
程
度
の
米
飯
回
数
を
確
保
。

問　
子
ど
も
た
ち
が
農
業
に
関
わ
る

機
会
と
な
る
農
業
体
験
を
。
見
解
は
。

教
育
部
長　
学
校
に
お
け
る
農
業
体

験
を
含
め
体
験
活
動
の
充
実
を
図
る
。

問　
深
大
寺
・
佐
須
地
域
の
田
ん
ぼ

に
は
か
つ
て
ホ
ウ
ネ
ン
エ
ビ
も
い
た
。

農
の
風
景
育
成
地
区
と
し
て
未
来
永

劫
守
る
べ
き
場
所
。
農
家
や
市
民
団

体
等
が
話
し
合
う
場
必
要
。
見
解
は
。

副
市
長　
地
元
農
家
の
意
向
確
認
し
、

関
係
構
築
を
丁
寧
に
進
め
な
が
ら
農

業
関
係
団
体
と
も
協
働
の
上
、
環
境

資
源
の
保
全
・
活
用
に
取
り
組
む
。

問　
市
民
意
識
向
上
の
た
め
、
法
制

問　
昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス
は
米
が
話
題

の
中
心
。
高
齢
化
や
燃
料
・
資
材
の

高
騰
、
異
常
気
象
等
日
本
の
農
業
の

問
題
は
悪
化
。
市
内
農
家
の
実
情
は
。

産
業
部
長　
市
内
農
家
の
多
く
は
農

業
経
営
が
小
規
模
な
状
況
。
市
民
生

活
と
の
調
和
や
環
境
へ
の
配
慮
に
大

変
苦
慮
し
て
い
る
と
認
識
。

問　
姉
妹
都
市
の
長
野
県
木
島
平
村

で
は
高
齢
化
も
あ
り
、
耕
作
放
棄
地

も
目
立
つ
。
援
農
協
定
の
可
能
性
は
。

産
業
部
長　
村
か
ら
要
請
な
く
援
農

協
定
の
予
定
は
な
い
が
、
引
き
続
き

様
々
な
取
組
に
よ
り
村
と
連
携
図
る
。

問　
全
国
で
米
を
は
じ
め
と
し
た
給

食
の
食
材
が
高
騰
。
市
に
お
け
る
米

飯
給
食
の
推
進
は
。

化
さ
れ
た
自
然
共
生
サ
イ
ト
へ
深
大

寺
・
佐
須
地
域
の
登
録
を
。
見
解
は
。

環
境
部
長　
都
市
農
地
保
全
に
向
け
、

サ
イ
ト
の
活
用
を
調
査
研
究
し
、
国

や
都
か
ら
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

問　
か
つ
て
の
蛍
の
観
賞
会
の
復
活

を
望
む
声
は
多
い
。※
暗あ

ん

渠き
ょ

の
開
放
・

土
水
路
化
で
環
境
改
善
を
。

環
境
部
長　
引
き
続
き
、
深
大
寺
・

佐
須
地
域
環
境
資
源
保
全
・
活
用
基

本
計
画
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
自

然
環
境
の
保
全
・
活
用
を
推
進
。

し
、
環
境
整
備
に
取
り
組
む
。

問　
Ｂ※

Ｍ
Ｘ
を
は
じ
め
と
し
た
ア
ー

バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
た
め
の
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
、
現
状
と
課
題
は
。

生
文
部
長　
生
活
環
境
に
配
慮
し
た

適
地
の
選
定
が
課
題
。
競
技
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
、
多
角
的
に
検
討
。

問　
平
成
15
・
16
年
度
の
八
雲
台
小

学
校
の
大
規
模
修
繕
以
降
、
小
中
学

校
で
ど
の
よ
う
な
改
修
を
し
た
か
。

教
育
部
長　
体
育
館
の
避
難
所
機
能

整
備
や
校
舎
増
築
な
ど
学
校
施
設
の

整
備
、
空
調
設
備
の
整
備
等
を
実
施
。

問　
内
装
改
修
な
ど
も
含
め
、
ど
の

よ
う
な
考
え
方
を
持
っ
て
、
小
中
学

校
の
老
朽
化
対
応
と
良
好
な
学
習
環

境
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

問　
調
布
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に

掲
げ
ら
れ
た
多
く
の
目
標
を
踏
ま
え
、

市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
、
認
識
は
。

市
長　
20
代
か
ら
40
代
の
週
１
回
以

上
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
市
民
の
割
合
は

相
対
的
に
低
い
傾
向
。
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推

進
が
必
要
と
認
識
。

問　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
を
行

う
た
め
の
体
育
室
の
抽
せ
ん
倍
率
や

使
用
率
、
回
転
率
の
緩
和
に
対
す
る

取
組
の
現
状
と
課
題
の
認
識
は
。

生
文
部
長　
直
前
キ
ャ
ン
セ
ル
等
に

よ
る
回
転
率
の
低
下
が
課
題
。
公
共

施
設
や
学
校
施
設
の
活
用
を
は
じ
め
、

都
や
民
間
事
業
者
、
大
学
等
と
連
携

教
育
部
長　
内
装
改
修
は
普
通
教
室

の
改
修
と
併
せ
た
実
施
や
部
分
的
修

繕
で
対
応
。
建
て
替
え
等
の
機
を
捉

え
、
良
好
な
環
境
確
保
に
取
り
組
む
。

問　
７
年
６
月
に
よ
う
や
く
ア
ナ
ウ

ン
ス
さ
れ
た
７
年
度
調
布
市
子
ど
も

の
食
の
確
保
事
業
補
助
金
は
、
年
度

開
始
時
点
で
概
要
発
表
と
交
付
申
請

を
開
始
す
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
は
。

子
生
部
長　
今
後
は
情
報
の
早
期
公

表
に
努
め
、
申
請
受
付
を
速
や
か
に

開
始
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

　第２回定例会では、19人の議員が一般質問を行いました。
　なお、※印の用語は４・５面に解説を掲載しています。スマートフォンなどの端末で、タイトル内の二次元コ
ードを読み取ると、それぞれの録画映像をご覧いただけます。

一般質問とは、議員が市長などに対し、
行政全般にわたる事務の執行状況や将来
の方針等をただすものです。

調布市の65歳以上の人口推移調布市の65歳以上の人口推移
約30年で２倍に増加約30年で２倍に増加

ペットボトルキャップの分別回収にペットボトルキャップの分別回収に
ついて（埼玉県三郷市ＨＰより）ついて（埼玉県三郷市ＨＰより）

ＢＭＸ競技で活躍する調布市民ＢＭＸ競技で活躍する調布市民

市内に生息するゲンジボタルとカワニナ市内に生息するゲンジボタルとカワニナ



山
根　

洋
平
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布
）

新
教
育
長
の
就
任
に当

た
っ
て
所
信
を
問
う

澤
井　
　

慧
（
日
本
維
新
の
会
）

通
学
路
の
安
全
対
策
と
自
動
運
転
社
会
を

見
据
え
た
対
応
を
問
う

佐
藤　

尭
彦
（
自
民
党
新
政
会
）

多
様
な
子
育
て
の
実
現
と
地
域
資
源
を

生
か
し
た
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
い
て

阿
部　

草
太
（
次
世
代
・
調
布
）

財
源
確
保
策
・
多
摩
川
の
越
水
対
策
・

京
王
多
摩
川
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
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が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
、
自

身
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
踏
ま
え
た
答
弁
を
求
め

る
。

教
育
長　
学
校
が
多
様
性
と
包
摂
性

を
備
え
た
心
理
的
な
安
全
基
地
と
な

る
こ
と
、
個
人
と
社
会
の
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
の
追
求
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

パ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
市
教
育
委
員
会
が
掲
げ
る
教
育

基
本
法
の
精
神
を
基
盤
と
し
た
教
育

目
標
の
実
現
に
向
け
た
５
つ
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
、
新
教
育
長
の
見
解

は
。

教
育
長　
５
つ
の
基
本
方
針
に
調
布

支
援
を
拡
充
し
、
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
市
の
見
解
は
。

子
生
部
長　
７
年
度
か
ら
、
幼
稚
園

に
は
、
２
歳
及
び
満
３
歳
ク
ラ
ス
の

預
か
り
保
育
へ
の
補
助
を
増
額
。
認

証
保
育
所
に
は
、
都
の
新
た
な
補
助

制
度
を
活
用
し
補
助
拡
充
。

問　
　
「
地
域
資
源
」
は
基
本
計
画
や

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
度
々
登
場
す

る
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
自

治
体
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
上
で
欠

か
せ
な
い
も
の
。
市
が
こ
れ
ま
で
行

っ
て
き
た
地
域
資
源
を
生
か
す
具
体

的
な
取
組
と
今
後
の
展
望
を
問
う
。

産
業
部
長　
調
布
・
深
大
寺
周
遊
パ

ス
や
、
映
画
や
調
布
花
火
等
の
チ
ケ

ッ
ト
半
券
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
ゲ
ゲ
ゲ

問　
多
摩
川
の※
陸り

く

閘こ
う

の
対
策
に
関
し

て
、
設
計
方
法
の
案
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
出
て
い
る
の
か
。
現
状
は
。

都
整
部
長　
既
存
の
角か

く

落お
と

し
板
か
ら

ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
等
へ
の
材
質
変
更
や
、

引
き
戸
式
・
片
開
き
式
の
構
造
変
更

を
比
較
検
討
。
国
と
連
携
図
り
協
議
。

問

多※

摩
川
水
系
治
水
協
定
に
あ
る
、

緊
急
時
の
連
絡
体
制
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
連
絡
を
受
け
、

市
民
に
迅
速
に
周
知
す
る
方
法
は
。

危
管
部
長　
事
前
放
流
の
際
、
都
防

災
行
政
無
線
で
通
知
。
防
災
・
安
全

情
報
メ
ー
ル
等
で
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

に
応
じ
た
情
報
を
随
時
発
信
。

問　
京
王
多
摩
川
駅
周
辺
の
開
発
に

伴
い
、
高
架
下
空
間
を
活
用
し
、
キ

問　
新
た
に
就
任
し
た
教
育
長
の
教

育
全
般
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
や

所
信
、
ど
う
い
っ
た
意
気
込
み
で
職

務
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
調
布

の
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
に
係
る
ビ
ジ

ョ
ン
と
併
せ
て
、
考
え
の
表
明
を
求

め
る
。

教
育
長　
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
持

続
可
能
な
社
会
の
つ
く
り
手
の
一
人

と
し
て
、
自
ら
の
人
生
を
か
じ
取
り

す
る
力
を
身
に
つ
け
、
豊
か
な
可
能

性
を
開
花
で
き
る
よ
う
、
教
育
の
充

実
・
発
展
に
取
り
組
む
。

問　
新
教
育
長
は
調
布
市
の
教
育
行

政
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、

調
布
市
な
ら
で
は
の
課
題
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
、
改
善
を
し
て
い
く
必
要

問　
調
布
の
多
様
な
子
育
て
の
実
現

に
向
け
た
施
策
の
状
況
は
。

市
長　
多
様
な
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
及
び

保
育
サ
ー
ビ
ス
充
実
を
目
標
の
一
つ

に
掲
げ
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

の
導
入
に
向
け
た
準
備
状
況
及
び
市

内
の
潜
在
的
な
保
育
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
つ
い
て
問
う
。

子
生
部
長　
８
年
度
実
施
予
定
で
あ

り
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
が
高
い
制
度
と
認
識
。

問　
　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

の
導
入
に
よ
り
、
保
育
希
望
者
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
受
皿
に
な

り
得
る
幼
稚
園
や
認
証
保
育
所
へ
の

問

ネ※

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
に
向

け
て
、
事
業
者
へ
の
意
向
調
査
、
諸

条
件
の
整
理
に
つ
い
て
現
状
は
。

行
経
参
事　
市
内
事
業
者
か
ら
導
入

に
慎
重
な
意
見
あ
り
。
契
約
期
間
満

了
に
伴
う
度
重
な
る
名
称
変
更
が
市

民
に
及
ぼ
す
影
響
や
、
市
の
財
源
確

保
策
と
し
て
の
有
効
性
な
ど
課
題
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
約

17
億
円
の
減
収
の
影
響
を
最
小
限
に

す
る
た
め
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
契

約
件
数
を
増
や
す
べ
き
。
見
解
は
。

行
経
部
長　
現
在
８
つ
の
サ
イ
ト
に

掲
載
。
魅
力
発
信
効
果
は
十
分
に
期

待
で
き
る
と
認
識
。
拡
充
に
つ
い
て

は
費
用
や
事
務
負
担
に
対
す
る
効
果

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
検
討
進
め
る
。

市
教
育
プ
ラ
ン
で
掲
げ
た
施
策
、
事

業
を
ひ
も
づ
け
、
教
育
施
策
を
総
合

的
に
推
進
。
様
々
な
教
育
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
市
長
部
局
と
の
更
な

る
連
携
や
、
家
庭
、
地
域
と
の
協
働

に
意
を
用
い
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。

◆
ほ
か
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

推
進
と
実
践
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
実

現
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
、
市

制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
た
各
主
体

と
の
連
携
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

忌
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
を
実
施
。

今
後
も
多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
地

域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
。

問　
地
域
資
源
を
生
か
し
た
に
ぎ
わ

い
創
出
を
行
っ
て
い
く
上
で
不
可
欠

な
デ
ジ
タ
ル
施
策
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
を
問
う
。

行
経
部
長　
産
学
官
民
が
連
携
し
、

先
進
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
課
題
解

決
を
図
る
取
組
を
検
討
。
国
や
都
の

取
組
に
つ
い
て
も
有
効
性
を
確
認
し

な
が
ら
、
積
極
的
な
活
用
を
図
る
。

ッ
チ
ン
カ
ー
等
の
飲
食
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
①
既

存
商
店
と
の
共
存
共
栄
、
に
ぎ
わ
い

の
創
出
を
実
現
す
る
た
め
、
市
も
ビ

ジ
ョ
ン
を
共
有
し
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
見
解
は
②
回
遊
性
向
上

の
た
め
、
横
断
歩
道
設
置
の
協
議
は
。

副
市
長　
①
京
王
電
鉄
と
連
携
図
り
、

既
存
商
店
等
と
意
見
交
換
重
ね
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

都
整
部
長　
②
適
切
な
時
期
を
捉
え
、

関
係
機
関
と
の
協
議
再
開
を
図
る
。

全
対
策
と
し
て
重
要
な
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
維
持
管
理
は
。

都
整
部
長　
日
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で

の
点
検
を
基
本
と
し
、
異
常
時
は
補

修
や
再
塗
装
を
実
施
し
維
持
管
理
。

問　
先
進
自
治
体
で
自
動
運
転
バ
ス

の
導
入
が
進
む
中
、
自
動
運
転
に
つ

い
て
市
の
認
識
は
。

外
・
交
部
長　
公
共
交
通
の
課
題
解
決

に
向
け
た
有
効
な
手
段
と
認
識
。

問　
補
助
金
の
拡
充
と
い
っ
た
従
来

の
支
援
で
地
域
公
共
交
通
を
維
持
で

き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
地
域
公

共
交
通
を
持
続
可
能
と
す
る
た
め
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

外
・
交
部
長　
７
年
度
地
域
公
共
交
通

計
画
を
策
定
。
補
助
金
支
援
だ
け
で

問　
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
、
関

係
機
関
の
連
携
が
重
要
。
通
学
路
の

見
守
り
体
制
の
具
体
的
な
取
組
は
。

教
育
参
事　
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望

踏
ま
え
必
要
に
応
じ
通
学
路
に
見
守

り
員
配
置
。
実
施
可
能
な
対
策
推
進
。

問　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
車

両
通
行
規
制
時
間
帯
の
一
般
車
両
の

進
入
を
防
止
す
る
な
ど
の
安
全
対
策

強
化
に
向
け
た
市
の
対
応
を
伺
う
。

外
・
交
部
長　
視
認
性
向
上
に
寄
与
す

る
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設
置
や
路
面
標

示
な
ど
安
全
対
策
実
施
。
調
布
交
通

安
全
協
会
と
連
携
し
自
主
的
な
活
動

に
対
す
る
具
体
的
な
支
援
策
を
検
討
。

問　
市
議
会
は
市
を
交
通
安
全
都
市

と
す
る
こ
と
を
宣
言
。
通
学
路
の
安

は
運
行
の
持
続
性
確
保
困
難
と
想
定
。

地
域
公
共
交
通
を
支
え
る
取
組
必
要
。

問　
自
動
運
転
バ
ス
の
社
会
実
装
に

向
け
た
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
は
。

外
・
交
部
長　
先
進
自
治
体
を
視
察
し
、

完
全
自
動
運
転
の
運
行
に
向
け
た
課

題
等
を
情
報
収
集
。

問　
自
動
運
転
バ
ス
の
導
入
に
向
け

た
展
望
は
。

外
・
交
部
長　
運
転
手
不
足
解
決
の
有

効
な
手
段
の
一
つ
。
自
動
運
転
技
術

導
入
に
向
け
、
よ
り
具
体
的
に
検
討
。

Ｂ
Ｍ
Ｘ

Ｂ
ｉ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ　
Ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
ｃ
ｒ

ｏ
ｓ
ｓ
（
バ
イ
シ
ク
ル
モ
ト
ク
ロ
ス

の
略
で
自
転
車
競
技
の
一
種
。
Ｂ
Ｍ

Ｘ
レ
ー
ス
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か

ら
正
式
種
目
に
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

の
パ
ー
ク
競
技
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
か
ら
正
式
種
目
と
な
っ
た
。

東
京
ア
プ
リ

都
が
提
供
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
ア
プ
リ
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
つ

で
行
政
と
つ
な
が
り
、
よ
り
便
利
に

な
っ
た
と
い
う
実
感
を
都
民
に
届
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

暗
渠
（
あ
ん
き
ょ
）

地
下
に
埋
め
ら
れ
た
水
路
。
地
上
か

ら
水
面
が
見
ら
れ
る
も
の
は
開か

い

渠き
ょ

。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
設
等
に
、
企
業

名
や
商
品
名
等
を
冠
し
た
名
称
を
つ

け
る
権
利
の
こ
と
。

陸
閘
（
り
く
こ
う
）

堤
防
に
切
れ
目
を
入
れ
る
形
で
通
路

が
設
け
ら
れ
た
門
。
歩
行
者
等
は
堤

防
を
横
断
可
能
。
増
水
時
に
は
閉
鎖

さ
れ
堤
防
の
役
割
を
果
た
す
。

多
摩
川
水
系
治
水
協
定

国
が
策
定
し
た
、
緊
急
時
に
お
い
て

既
存
ダ
ム
を
洪
水
調
節
へ
活
用
す
る

　
「
既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
の
強

化
に
向
け
た
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

２
年
５
月
に
国
や
都
等
で
締
結
。
上

流
の
予
想
降
雨
量
が
基
準
降
雨
量
以

上
の
時
、
３
日
前
か
ら
事
前
放
流
を

実
施
し
、
水
位
低
下
を
図
る
。

ミ
ド
ル
シ
ニ
ア

厚
生
労
働
省
は
「
お
お
む
ね
35
歳
か

ら
59
歳
の
方
」
と
定
義
し
て
お
り
、

就
職
氷
河
期
世
代
を
含
む
幅
広
い
中

高
年
層
を
指
す
言
葉
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ

必
要
な
助
け
が
届
い
て
い
な
い
人
に
、

支
援
機
関
な
ど
の
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
。

用
語
の
解
説

　「
一
般
質
問
の
要
旨
」
の

　
※
印
の
用
語
解
説
で
す

行経部長…行政経営部長　デジ部長…デジタル戦略担当部長　行経参事…行政経営部参事　危管部長…危機管理担当部長　生文部長…生活文化スポーツ部長　
産業部長…産業振興担当部長　子生部長…子ども生活部長　子生参事…子ども生活部参事　福祉部長…福祉健康部長　福祉参事…福祉健康部参事　都整部長…都市整備部長　
外・交部長…外環・交通担当部長　教育参事…教育部参事　選管局長…選挙管理委員会事務局長　監査局長…監査事務局長

凡
例

グリーンベルトでスクールゾーンのグリーンベルトでスクールゾーンの
視認性向上を！視認性向上を！

調布市教育プラン調布市教育プラン
（令和５年度～令和８年度）（令和５年度～令和８年度）

観光客でにぎわう深大寺の様子観光客でにぎわう深大寺の様子開発工事が本格始動した開発工事が本格始動した
京王多摩川駅周辺京王多摩川駅周辺

）



古
川　

陽
菜
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布
）

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て

榊
原
登
志
子
（
立
憲
民
主
党
）

共
生
社
会
の
充
実
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
問
う

丸
田　

絵
美
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布
）

平
和
施
策
、
ミ
ド
ル
シ
ニ
ア
、

災
害
廃
棄
物
処
理
の
各
課
題
を
問
う

女
性
が
抱
え
る
困
難
は
社
会
の
責
任

公
的
支
援
で
男
女
平
等
実
現
を

木
下　

安
子
（
れ
い
わ
ネ
ッ
ト
・
に
じ
い
ろ
の
会
）
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が
年
間
の
補
助
上
限
時
間
数
に
達
し

て
い
る
。
周
知
が
進
む
に
つ
れ
利
用

者
増
加
②
都
は
７
年
度
か
ら
補
助
上

限
時
間
数
拡
充
と
病
児
保
育
事
業
見

直
し
実
施
③
都
の
状
況
踏
ま
え
検
討
。

問　
子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

に
つ
い
て
①
必
要
と
す
る
多
く
の
保

護
者
が
利
用
し
や
す
く
な
る
た
め
の

対
策
は
②
預
か
り
定
員
の
拡
充
に
つ

い
て
考
え
は
。

子
生
部
長　
①
利
用
調
整
の
工
夫
や
、

緊
急
の
場
合
は
代
替
サ
ー
ビ
ス
利
用

含
め
柔
軟
に
対
応
②
施
設
運
営
の
人

員
配
置
や
設
備
の
確
保
な
ど
課
題
。

引
き
続
き
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
工
夫
。

問　
面
会
交
流
支
援
団
体
の
周
知
と

併
せ
て
、
面
会
交
流
を
支
援
す
る
ア

ジ
タ
ル
平
和
資
料
館
を
。
見
解
は
。

生
文
部
長　
他
自
治
体
の
先
行
事
例

や
若
者
の
意
見
を
参
考
に
、
市
独
自

の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
展
開
を
検
討
。

問

ミ※

ド
ル
シ
ニ
ア
世
代
は
、
仕
事

面
で
も
家
庭
内
で
も
重
責
を
担
う
。

子
育
て
と
介
護
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
、
定

年
延
長
に
伴
う
役
職
定
年
な
ど
の
課

題
が
あ
る
世
代
へ
の
支
援
体
制
は
。

福
祉
参
事　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
期
待
さ

れ
る
一
方
で
、
生
活
上
の
課
題
抱
え

る
方
が
い
る
と
認
識
。
多
機
関
協
働

に
よ
る
包
括
的
な
支
援
に
取
り
組
む
。

問　
災
害
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
①

広
域
連
携
は
②
ふ
じ
み
衛
生
組
合
の

施
設
更
新
工
事
期
間
の
対
応
は
③
火

主
流
化
を
目
指
し
法
の
理
念
共
有
を
。

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
学
び
支
援
充
実
を
。

生
文
部
長　
女
性
の
困
難
は
多
岐
に

わ
た
る
た
め
複
数
部
署
連
携
し
対
応
。

配
偶
者
暴
力
防
止
等
対
策
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
で
法
の
趣
旨
を
共
有
。
支

援
調
整
会
議
の
在
り
方
を
調
査
研
究
。

問　
法
制
定
ま
で
の
女
性
支
援
の
内

容
に
つ
い
て
課
題
認
識
は
。
ア※

ウ
ト

リ
ー
チ
や
同
行
支
援
は
支
援
に
つ
な

ぐ
初
期
段
階
で
も
重
要
。
Ｓ
Ｏ
Ｓ
発

信
で
き
な
い
女
性
に
支
援
届
け
る
新

た
な
支
援
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

生
文
部
長　
こ
れ
ま
で
も
困
難
抱
え

る
女
性
に
支
援
提
供
。
支
援
届
き
に

く
い
人
や
声
上
げ
ら
れ
な
い
人
が
い

た
と
課
題
認
識
。
体
制
整
備
図
る
必

問　
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
を
行

う
上
で
の
市
の
課
題
認
識
は
。

市
長　
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

個
々
の
状
況
を
踏
ま
え
た
多
角
的
な

支
援
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
。

問　
６
年
７
月
開
始
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
利
用
支
援
事
業
に
つ
い
て
①
利

用
状
況
は
②
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
は

助
成
対
象
と
な
る
利
用
時
間
の
上
限

の
拡
充
を
。
見
解
は
③
市
の
病
児
・

病
後
児
保
育
事
業
の
利
用
料
金
と
同

程
度
の
負
担
で
病
児
対
応
の
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
を
利
用
で
き
る
よ
う
助
成

す
べ
き
で
あ
る
。
見
解
は
。

子
生
部
長　
①
６
年
度
利
用
児
童
数

は
約
230
人
。
１
人
当
た
り
の
利
用
時

間
数
は
約
50
時
間
。
全
体
の
約
５
％

問　
７
年
は
戦
後
80
年
、
市
制
施
行

70
周
年
の
節
目
。
平
和
都
市
調
布
と

し
て
の
取
組
と
具
体
的
な
計
画
は
。

市
長　
非
核
平
和
都
市
宣
言
や
国
際

交
流
平
和
都
市
宣
言
の
理
念
の
下
、

平
和
事
業
を
実
施
。
７
年
度
は
ち
ょ

う
ふ
ピ
ー
ス
部
の
沖
縄
派
遣
を
実
施

す
る
な
ど
、
取
組
を
一
層
推
進
。

問　
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
、
ピ

ー
ス
部
の
活
動
を
評
価
。
ピ
ー
ス
部

沖
縄
派
遣
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

生
文
部
長　
戦
後
80
年
等
の
機
会
を

捉
え
、
戦
争
へ
の
認
識
を
よ
り
深
め

る
観
点
か
ら
新
た
に
沖
縄
へ
派
遣
。

問　
平
和
資
料
と
記
憶
の
風
化
防
止

の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化

だ
け
で
な
く
他
市
事
例
を
参
考
に
デ

問　
女
性
が
抱
え
る
困
難
を
個
人
の

自
己
責
任
の
問
題
と
せ
ず
、
社
会
構

造
に
責
任
が
あ
る
と
の
認
識
の
下
、

公
的
支
援
の
対
象
と
す
る
法
律
が
で

き
た
。
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性

へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
理
念
や

趣
旨
、
制
定
の
背
景
へ
の
認
識
は
。

副
市
長　
女
性
め
ぐ
る
課
題
が
多
様

化
・
複
合
化
し
、
女
性
支
援
強
化
は

喫
緊
の
課
題
。
売
春
防
止
法
下
の
保

護
更
生
見
直
し
、
若
年
女
性
の
対
応
、

性
被
害
か
ら
の
回
復
支
援
や
自
立
支

援
等
、
専
門
的
支
援
を
包
括
的
に
提

供
。
人
権
尊
重
さ
れ
る
社
会
目
指
す
。

問　
関
係
機
関
・
団
体
が
対
等
な
関

係
の
下
、
女
性
本
人
を
中
心
と
し
た

連
携
・
協
働
が
重
要
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

プ
リ
の
周
知
を
。
見
解
は
。

子
生
部
長　
法
務
省
作
成
の
支
援
団

体
等
の
一
覧
表
に
は
ア
プ
リ
の
提
供

を
含
め
た
活
動
団
体
掲
載
。
一
覧
表

活
用
し
丁
寧
な
情
報
提
供
に
努
め
る
。

問　
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
も
学

校
以
外
で
の
体
験
か
ら
学
ぶ
機
会
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
の
体
験
へ

の
支
援
の
検
討
を
。
見
解
は
。

子
生
部
長　
他
自
治
体
の
取
組
状
況

等
注
視
し
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
参

加
で
き
る
体
験
活
動
へ
の
支
援
検
討
。

災
原
因
と
な
る
リ
チ
ウ
ム
電
池
の
処

理
、
ご
み
ア
プ
リ
の
終
了
と
調
布
ご

み
ナ
ビ
の
活
用
、
災
害
時
の
ご
み
の

出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
な
ど

に
つ
い
て
市
民
へ
周
知
を
。

環
境
部
長　
①
市
の
処
理
体
制
が
構

成
で
き
な
い
場
合
、
都
へ
支
援
要
請

②
仮
の
処
理
施
設
設
置
し
継
続
可
能

な
体
制
整
備
③
ご
み
ア
プ
リ
に
代
わ

り
運
用
開
始
し
た
調
布
ご
み
ナ
ビ
の

機
能
活
用
し
適
正
排
出
促
進
。
様
々

な
媒
体
・
イ
ベ
ン
ト
通
じ
広
報
充
実
。

要
が
あ
る
。
相
談
窓
口
周
知
に
努
め
、

確
実
に
支
援
等
届
く
よ
う
調
査
研
究
。

問　
女
性
支
援
新
法
に
基
づ
く
基
本

計
画
を
実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
、
若
年
女
性
や
一
人
暮
ら
し
女
性
、

障
害
あ
る
女
性
等
の
声
を
ど
う
把
握

す
る
か
が
重
要
。
策
定
へ
の
取
組
は
。

生
文
部
長　
次
期
男
女
共
同
参
画
推

進
プ
ラ
ン
を
女
性
支
援
新
法
に
基
づ

く
基
本
計
画
へ
位
置
づ
け
る
べ
く
検

討
。
市
民
意
識
調
査
で
実
情
整
理
し

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
。

支
援
は
③
支
援
の
周
知
方
法
は
。

生
文
部
長　
①
国
籍
等
の
異
な
る
人

々
が
互
い
に
認
め
合
い
共
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
が
必
要

②
多
言
語
に
よ
る
生
活
ガ
イ
ド
発
行

な
ど
様
々
な
生
活
支
援
を
実
施
③
文

化
事
業
と
連
動
さ
せ
た
広
報
を
推
進
。

問　
不
特
定
多
数
の
市
民
が
使
用
す

る
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
施
設

等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
考
え
方
は
。

生
文
部
長　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
の
整
備
方
針
で
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
を
位
置
づ
け
。

問　
子
ど
も
た
ち
が
幼
い
頃
か
ら
異

文
化
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
、
外

国
籍
市
民
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

多
文
化
の
理
解
を
促
す
イ
ベ
ン
ト
等

問　
市
は
、
共
生
社
会
の
充
実
に
つ

な
げ
る
施
策
の
推
進
を
表
明
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
成
果
は
。

行
経
部
長　
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面

か
ら
の
取
組
に
よ
り
、
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ

な
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
。

問　
　
「
と
も
に
生
き　
と
も
に
創
る

彩
り
の
ま
ち
調
布
」
を
将
来
像
に
掲

げ
、
前
期
基
本
計
画
の
総
ま
と
め
の

時
期
に
向
け
て
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。
見
解
は
。

市
長　
幅
広
い
分
野
を
対
象
と
し
た

取
組
を
進
め
、
共
生
社
会
の
充
実
が

図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

問　
市
に
暮
ら
す
外
国
人
に
①
必
要

な
支
援
は
②
具
体
的
に
行
っ
て
い
る

の
実
施
は
。

教
育
参
事　
外
国
人
留
学
生
や
大
使

館
と
の
交
流
な
ど
、
学
校
ご
と
に
工

夫
し
た
教
育
活
動
を
実
施
。

問　
多
文
化
共
生
社
会
の
充
実
の
た

め
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
多
文
化

理
解
を
促
す
授
業
な
ど
の
取
組
の
実

施
と
そ
の
推
進
に
つ
い
て
見
解
は
。

教
育
参
事　
体
験
型
英
語
学
習
施
設

で
の
英
語
体
験
等
を
実
施
。
児
童
・

生
徒
に
異
文
化
理
解
や
多
文
化
共
生

の
考
え
方
が
根
づ
く
よ
う
取
り
組
む
。

Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｃ
Ａ
Ｐ
は
、
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ　
Ａ
ｓ
ｓ

ａ
ｕ
ｌ
ｔ　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
（
子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
）
の
略
。

子
ど
も
が
い
じ
め
・
虐
待
・
性
暴
力

と
い
っ
た
様
々
な
暴
力
か
ら
自
分
を

守
る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

Ｐ
Ｍ
Ｈ

Ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ　
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ

Ｈ
ｕ
ｂ
の
略
称
で
、
介
護
保
険
、
予

防
接
種
、
母
子
保
健　
（
乳
幼
児
健
診

妊
婦
健
診
）
、
公
費
負
担
医
療
や
地

方
単
独
の
医
療
費
助
成
等
に
係
る
情

報
を
、
自
治
体
や
医
療
機
関
、
対
象

者
間
で
連
携
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

青
切
符

運
転
者
が
し
た
道
路
交
通
法
違
反
に

つ
い
て
、
反
則
者
が
警
察
本
部
長
の

通
告
を
受
け
て
反
則
金
を
納
付
し
た

場
合
は
、
公
訴
が
提
起
さ
れ
な
い
と

い
う　
「
交
通
反
則
通
告
制
度
」
の
通

称
。

ス
フ
ィ
ア
基
準

　
「
人
道
憲
章
と
人
道
対
応
に
関
す
る

最
低
基
準
」
の
通
称
。
人
間
が
生
命

を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
最
小
限
な

水
の
供
給
量
、
食
糧
の
栄
養
価
、
居

留
地
内
の
ト
イ
レ
の
設
置
基
準
や
数
、

ま
た
、
避
難
所
の
１
人
当
た
り
の
最

小
面
積
や
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
な

ど
の
最
低
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

将
来
の
妊
娠
を
考
え
な
が
ら
、
女
性

や
カ
ッ
プ
ル
が
自
分
た
ち
の
生
活
や

健
康
に
向
き
合
う
こ
と
。

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
等
の

情
報
通
信
技
術
を
利
用
で
き
る
者
と

利
用
で
き
な
い
者
と
の
間
に
生
じ
る

格
差
の
こ
と
。

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ス
マ
ホ
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
マ
ホ
操
作
に
習
熟
し
た
人
が
、
不

慣
れ
な
人
を
支
援
す
る
、
地
域
で
の

支
え
合
い
を
目
指
し
た
都
の
取
組
。

透
明
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

音
声
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
文
字
に
変

換
し
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
投
影
す
る

と
と
も
に
、
多
言
語
で
の
表
示
が
可

能
な
機
械
。

第６次調布市総合計画における第６次調布市総合計画における
共生社会の充実を示すページ共生社会の充実を示すページ 調布市　ひとり親家庭のしおり調布市　ひとり親家庭のしおり

災害時のごみの出し方災害時のごみの出し方
ガイドブック（調布市）ガイドブック（調布市）

男女共同参画推進センターで男女共同参画推進センターで
提供している相談先の案内提供している相談先の案内

・



沼
田　
　

亮
（
自
民
党
新
政
会
）

人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
市
政
運
営
・

防
犯
対
策
・
消
防
団
員
確
保
策

性
教
育
に
つ
い
て

鈴
木
ほ
の
香
（
れ
い
わ
ネ
ッ
ト
・
に
じ
い
ろ
の
会
）

物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業
を
急
げ

自
転
車
の
安
全
走
行
へ
の
対
応
を

平
野　
　

充
（
公　

明　

党
）

避
難
所
環
境
改
善
・
搾
乳
可
能
な
環
境
整
備
・

女
性
の
健
康
支
援
を
問
う

藤
川　

満
恵
（
公　

明　

党
）
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か
に
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
か
。

行
経
部
長　
市
報
や
市
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
多
様
な
広
報
メ
デ
ィ
ア
で
発

信
。
市
制
施
行
70
周
年
を
踏
ま
え
、

様
々
な
記
念
事
業
等
を
幅
広
く
発
信
。

問　
特
殊
詐
欺
の
犯
罪
の
手
口
は
、

年
々
巧
妙
に
な
り
多
様
化
し
て
い
る
。

市
は
最
近
の
特
殊
詐
欺
の
犯
罪
傾
向

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

危
管
部
長　
近
年
の
傾
向
と
し
て
、

６
年
は
電
話
を
使
用
し
た
犯
行
の
う

ち
約
７
割
が
国
際
電
話
か
ら
の
も
の
。

ま
た
警
察
官
を
か
た
る
ケ
ー
ス
増
加
。

問　
犯
罪
傾
向
を
踏
ま
え
た
市
の
対

策
は
。

危
管
部
長　
市
報
７
年
５
月
20
日
号

で
詐
欺
電
話
へ
の
対
応
方
法
を
特
集
。

犯
機
器
の
購
入
か
ら
設
置
、
補
助
金

の
申
請
ま
で
の
流
れ
を
理
解
し
や
す

い
広
報
に
取
り
組
む
。

問　
市
の
Ｐ※

Ｍ
Ｈ
先
行
実
施
を
評
価
。

①
今
後
の
予
防
接
種
事
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
導
入
時
期
や
課
題
は
②
デ
ジ
タ

ル
化
の
恩
恵
を
受
け
る
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
が
必
要
。
赤

ち
ゃ
ん
の
特
急
発
行
推
進
状
況
は
。

子
生
参
事　
①
市
健
康
管
理
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
移
行
が
急
務
。
国
は
、

予
防
接
種
事
務
デ
ジ
タ
ル
化
に
必
要

な
機
能
実
装
を
10
年
４
月
に
延
期
。

市
民
部
長　
②
出
生
を
要
件
と
し
た

特
急
発
行
の
申
請
件
数
は
、
７
年
５

月
ま
で
で
617
件
。
申
請
率
は
約
９
割
。

問　
自
転
車
走
行
へ
の
青※

切
符
取
締

問　
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
、
多

く
の
人
々
か
ら
選
ば
れ
る
自
治
体
に

な
る
必
要
が
あ
る
。
市
の
施
策
展
開

に
お
け
る
特
色
は
。

市
長　
ま
ち
の
活
力
を
生
み
出
す
基

盤
整
備
や
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
産

業
・
環
境
保
全
な
ど
、
ソ
フ
ト
・
ハ

ー
ド
両
面
か
ら
の
取
組
を
位
置
づ
け
。

問　
ま
ち
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
特

色
あ
る
自
治
体
に
な
る
た
め
、
今
後

ど
の
よ
う
な
施
策
に
注
力
す
る
の
か
。

行
経
部
長　
こ
の
間
の
ま
ち
づ
く
り

の
成
果
を
生
か
し
、
ま
ち
全
体
の
活

力
向
上
の
視
点
か
ら
取
組
を
進
め
る
。

問　
市
の
特
色
あ
る
施
策
を
様
々
な

方
法
で
、
市
内
外
に
対
し
て
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
い

問　
全
市
民
が
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
る
中
、
重
点
支
援
地
方
交
付
金

を
活
用
し
た
お
こ
め
券
配
付
を
提
案
。

市
制
施
行
70
周
年
を
機
に
全
市
民
を

対
象
に
お
こ
め
券
の
配
付
を
求
め
る
。

行
経
部
長　
他
自
治
体
の
取
組
事
例

も
参
考
に
、
市
民
生
活
支
援
に
資
す

る
有
効
な
施
策
に
つ
い
て
、
今
後
も

多
角
的
に
検
討
し
て
い
く
。

問　
防
犯
機
器
購
入
補
助
事
業
で
は
、

購
入
の
仕
方
や
領
収
書
の
取
り
方
、

取
付
け
な
ど
不
明
な
点
へ
の
心
配
り

が
大
事
。
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
も

説
明
で
き
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
支
援
を
。

危
管
部
長　
補
助
対
象
物
品
の
購
入

や
設
置
が
可
能
な
店
舗
が
一
目
で
分

か
る
チ
ラ
シ
を
作
成
す
る
な
ど
、
防

問　
地
域
防
災
力
の
要
で
あ
る
調
布

市
消
防
団
の
人
員
確
保
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
調
布
市
消
防
団
員
の
現

状
に
つ
い
て
、
市
の
認
識
を
問
う
。

危
管
部
長　
７
年
４
月
時
点
の
団
員

数
276
人
。
定
員
に
対
し
28
人
の
欠
員
。

問　
調
布
市
消
防
団
の
人
員
確
保
策

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

危
管
部
長　
活
動
内
容
の
市
Ｈ
Ｐ
等

で
の
紹
介
や
、
動
画
配
信
な
ど
積
極

的
に
周
知
。
活
動
環
境
の
充
実
図
り
、

多
様
な
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
む
。

り
が
始
ま
る
。
高
校
・
大
学
生
含
む

市
内
在
学
者
へ
も
行
政
と
警
察
が
連

携
し
指
導
の
実
施
を
。
自
転
車
安
全

利
用
五
則
改
正
で
の
車
道
走
行
で
は

道
路
整
備
の
課
題
も
あ
り
、
解
釈
に

つ
い
て
丁
寧
に
市
民
に
伝
え
る
べ
き
。

外
・
交
部
長　
市
内
小
・
中
学
生
対
象

の
自
転
車
交
通
安
全
教
室
を
一
部
の

高
校
で
も
開
催
す
る
な
ど
、
対
象
を

広
げ
た
取
組
を
実
施
。
法
改
正
に
つ

い
て
、
調
布
警
察
署
と
協
力
し
、
市

報
や
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
情
報
発
信
。

人
工
妊
娠
中
絶
等
の
内
容
を
発
展
的

な
学
習
と
し
て
実
施
。
授
業
後
、
生

徒
や
保
護
者
等
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
。

問　
子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
の
た
め

の
「
Ｃ※

Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
教
育

へ
の
導
入
を
求
め
る
。
見
解
は
。

教
育
部
長　
市
立
小
・
中
学
校
で
は

取
り
入
れ
て
い
な
い
が
発
達
の
段
階

に
応
じ
た
生い

の
ち命
の
安
全
教
育
を
実
施
。

問　
子
ど
も
の
権
利
の
視
点
を
踏
ま

え
、　
「
人
権
教
育
と
し
て
の
性
教
育

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
市
の
見
解
は
。

教
育
長　
豊
か
な
人
間
形
成
を
目
的

に
、
人
間
尊
重
の
精
神
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
る
教
育
と
認
識
。

問　
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
、
性
教

育
で
ど
の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
か
。

問　
市
に
お
け
る
性
教
育
の
取
組
に

つ
い
て
の
評
価
と
今
後
の
取
組
は
。

教
育
部
長　
学
校
に
対
し
、
都
教
育

委
員
会
の
「
性
教
育
の
手
引
」
を
参

考
に
性
教
育
の
考
え
方
等
を
理
解
し
、

実
施
す
る
よ
う
指
導
、
助
言
。

問　
命
の
現
場
に
携
わ
る
助
産
師
な

ど
外
部
の
専
門
家
を
招
き
、
学
習
指

導
要
領
の
歯
止
め
規
定
と
な
っ
て
い

る
性
交
、
妊
娠
な
ど
に
つ
い
て
も
、

保
護
者
の
理
解
を
得
て
取
り
扱
っ
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

ま
た
、
児
童
・
生
徒
に
性
教
育
の
授

業
の
振
り
返
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
実
施
し
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
一
部
の
中
学
校
で
は
産

婦
人
科
医
を
講
師
と
し
て
避
妊
法
、

教
育
長　
性
に
は
多
様
性
が
あ
り
、

互
い
に
尊
重
し
合
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
学
校
の
教
育
活
動

全
体
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

問　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
性
教
育
に
関

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
①
活

用
状
況
や
教
員
の
研
修
、
学
び
の
体

制
は
②
保
護
者
へ
の
共
有
は
。

教
育
部
長　
①
学
校
へ
国
や
都
の
研

修
等
を
案
内
。
都
教
育
委
員
会
の
指

導
資
料
等
の
活
用
を
促
し
て
い
る
②

引
き
続
き
保
護
者
等
へ
資
料
を
周
知
。

　
分
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
よ
り
傍
聴
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
う
た
め
、
７
年
第
２
回

定
例
会
に
お
い
て
、
調
布
市
議
会
傍

聴
規
則
を
改
正
し
ま
し
た
。
ま
た
、

規
則
改
正
に
併
せ
て
調
布
市
議
会
委

員
会
傍
聴
規
程
も
改
正
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
調
布
市
議
会
の
傍
聴
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

○
主
な
改
正
内
容

　
・
禁
止
し
て
い
た
議
場
で
の
帽
子
や

コ
ー
ト
の
着
用
を
可
能
と
し
ま
し

た
。

　
・
こ
れ
ま
で
、
傍
聴
の
際
は
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
機
器
は
「
電

源
を
切
る
こ
と
」
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
「
電
源
を
切
る
又
は
音
を

発
し
な
い
状
態
と
す
る
こ
と
」
と

し
ま
し
た
。

　
・
議
場
に
お
け
る
傍
聴
章
を
首
か
ら

下
げ
ら
れ
る
仕
様
と
し
ま
し
た
。

　
傍
聴
の
詳
細
な
御
案
内

は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
本
会
議
中
継
映
像
及
び
本
会
議
場

傍
聴
席
に
設
置
す
る
モ
ニ
タ
ー
へ
の

Ａ
Ⅰ
を
活
用
し
た
字
幕
表
示
を
７
年

第
３
回
定
例
会
か
ら
試
行
実
施
し
ま

す
。　
「
調
布
市
手
話
言
語
条
例
」
や

　
「
調
布
市
障
害
者
の
多
様
な
意
思
疎

通
に
関
す
る
条
例
」
の
理
念
を
踏
ま

え
、
聴
覚
障
害
者
や
聞
こ
え
方
に
不

安
が
あ
る
方
も
傍
聴
し
や
す
い
議
会

を
目
指
し
、
議
会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
図
り
ま
す
。

調
布
市
議
会
傍
聴
規
則
を

改
正
し
ま
し
た

本
会
議
に
お
け
る
Ａ
Ⅰ
を
活
用
し
た

　
　

字
幕
表
示
を
試
行
実
施
し
ま
す

と
協
力
協
定
に
基
づ
き
、
開
設
予
定
。

問　
受
援
計
画
は
関
係
機
関
が
連
携

し
た
訓
練
が
必
要
。
市
の
取
組
は
。

副
市
長　
６
年
度
に
調
布
市
災
害
時

受
援
・
応
援
計
画
を
策
定
。

問　
誰
も
が
安
心
し
て
搾
乳
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
①
市
の
現

状
と
課
題
は
②
授
乳
室
で
も
搾
乳
し

や
す
い
工
夫
や
職
場
で
安
心
し
て
搾

乳
で
き
る
場
所
の
確
保
な
ど
に
取
り

組
む
べ
き
。
市
の
見
解
は
。

子
生
参
事　
①
市
内
施
設
に
は
搾
乳

可
否
の
表
示
が
な
く
、
改
善
が
必
要

と
認
識
②
環
境
の
整
備
は
女
性
の
社

会
参
画
等
を
促
し
、
健
康
維
持
に
も

つ
な
が
る
。
既
存
の
赤
ち
ゃ
ん
お
で

か
け
安
心
ま
っ
ぷ
で
の
案
内
検
討
。

問　
避
難
所
の
環
境
改
善
に
①
Ｔ
Ｋ

Ｂ
（
ト
イ
レ
・
キ
ッ
チ
ン
・
ベ
ッ
ド

の
ス※

フ
ィ
ア
基
準
導
入
と
災
害
対
応

車
両
の
事
前
登
録
制
度
の
取
組
を
②

防
災
備
蓄
倉
庫
の
改
善
を
③
通
信
環

境
の
確
保
は
重
要
。
市
の
取
組
は
。

危
管
部
長　
①
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
修
正
を
予
定
。
災
害
発
生

時
に
制
度
を
活
用
②
一
部
備
蓄
倉
庫

で
民
間
の
物
流
事
業
者
に
よ
る
整
理

委
託
を
予
定
③
特
設
公
衆
電
話
配
備

や
調
布
Ｆ
Ｍ
で
の
被
害
情
報
共
有
等
。

問　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
事
前
登

録
制
度
の
活
用
と
迅
速
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
問
う
。

危
管
部
長　
事
前
登
録
制
度
の
活
用

も
視
野
に
注
視
。
社
会
福
祉
協
議
会

問　
妊
活
や
不
妊
治
療
、
プ※

レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
等
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
女
性
の
健
康
管
理
に
関

す
る
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
①
現
状
は

②
妊
娠
率
の
向
上
に
ア
プ
リ
の
活
用

も
有
効
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

子
生
参
事　
①
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
で
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
国
や
都

の
専
門
相
談
窓
口
等
を
周
知
。
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、

啓
発
カ
ー
ド
を
配
布
②
他
自
治
体
の

取
組
事
例
を
参
考
に
調
査
研
究
。

行経部長…行政経営部長　デジ部長…デジタル戦略担当部長　行経参事…行政経営部参事　危管部長…危機管理担当部長　生文部長…生活文化スポーツ部長　
産業部長…産業振興担当部長　子生部長…子ども生活部長　子生参事…子ども生活部参事　福祉部長…福祉健康部長　福祉参事…福祉健康部参事　都整部長…都市整備部長　
外・交部長…外環・交通担当部長　教育参事…教育部参事　選管局長…選挙管理委員会事務局長　監査局長…監査事務局長
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議場における傍聴章議場における傍聴章

」



清
水　

仁
恵
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布
）

共
生
社
会
の
実
現
へ

進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を

地
域
公
共
交
通
を
守
る
取
組
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
を

田
村
ゆ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

物
価
高
騰
対
策
を
急
ぐ
べ
き

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
、
陥
没
地
域
の
現
状
は

岸
本　

直
子
（
日
本
共
産
党
）

視察日 自治体名等 視　察　内　容
５月16日 島根県松江市 超小型バイオガスプラントを活用した地域資源循環の実証実験

５月27日 新潟県新潟市 調布市立調和小学校校内通級指導教室の取組

５月28日 広島県 調布市青少年ステーションＣＡＰＳの取組

７月２日 北海道石狩市 議場コンサート

７月５日 東京都稲城市 不登校支援

７月５日 山口県下関市 学びの多様化学校

７月10日 富山県南砺市 議会改革の取組

７月30日 山口県下関市 不登校支援の取組、調布市青少年ステーションＣＡＰＳ

８月２日 東京都多摩市 放課後子供教室事業「あそビバ」

８月９日 国民民主党合同視察 ヤングケアラー支援

８月23日 静岡県湖西市 花いっぱい運動

10月10日 愛媛県新居浜市 議会基本条例の検証、議会報告会、議場コンサート

10月15日 静岡県焼津市 空き家対策

10月22日 愛知県 調布市青少年ステーションＣＡＰＳの概要及び取組

10月29日 滋賀県彦根市 映画のまち調布シネマフェスティバル

10月31日 鳥取県米子市 ｅスポーツによる地域活性化

11月１日 東京都杉並区 不登校児童・生徒への取組

11月13日 東京都西東京市 調布市のＰＦＡＳ井戸水調査

２月４日 大阪府交野市 学校での多様な学びの機会の確保

２月５日 鹿児島県曽於市 子ども・若者総合支援事業

令 和 ６ 年 度 　 行 政 視 察 受 入 れ 状 況

（7） 第 262 号調 布 市 議 会 だ よ り日月年）年（令和７ 2025 ５８ ㈫

●「年」及び「年度」については「令和」を表記していません。

す
る
よ
う
検
討
を
。

福
祉
参
事　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活
用
し
た
障
害
者

の
日
常
生
活
支
援
に
つ
い
て
、
他
団

体
の
取
組
事
例
も
参
考
に
、
検
討
。

問　
障
害
者
手
帳
所
有
者
が
対
象
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
支
援
ア
プ
リ

　
「
ミ
ラ
イ
ロ
Ⅰ
Ｄ
」
の
活
用
状
況
は
。

福
祉
参
事　
市
の
公
共
施
設
等
で
は

導
入
し
て
い
な
い
。
他
自
治
体
事
例

課
題
把
握
し
、
導
入
可
能
性
を
検
証
。

問　
言
語
や
障
害
の
壁
を
取
り
除
く

透※

明
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
導
入
を
。

福
祉
参
事　
透
明
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
含

め
、
意
思
疎
通
に
有
効
な
手
段
検
討
。

問　
視
覚
障
害
者
専
用
電
子
図
書
館

は
読
書
環
境
向
上
等
の
効
果
が
得
ら

基
づ
く
必
要
な
支
援
を
行
う
。

問　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
環
境
汚
染
は

全
国
各
地
で
河
川
や
地
下
水
に
広
が

り
、
住
民
の
不
安
は
広
が
っ
て
い
る
。

新
聞
報
道
さ
れ
た
取
水
停
止
は
直
近

の
も
の
で
は
な
い
が
、
報
道
の
受
け

止
め
と
、
不
安
払
拭
へ
の
対
策
は
。

環
境
部
長　
都
が
水
質
検
査
を
定
期

的
に
実
施
し
市
内
の
水
道
水
は
安
心
。

報
道
の
深
大
寺
給
水
所
に
つ
い
て
も

取
水
停
止
を
継
続
し
安
全
性
確
保
を

確
認
。
引
き
続
き
国
や
都
の
動
向
を

注
視
し
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言

を
受
け
な
が
ら
適
切
な
対
応
図
る
。

問　
外
環
道
工
事
に
よ
る
陥
没
事
故

か
ら
４
年
半
が
経
過
。
地
盤
補
修
工

事
地
域
で
は
次
々
と
住
民
が
転
居
し
、

問　
デ
ジ
タ
ル
環
境
が
向
上
し
た
こ

と
に
よ
る
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
日

常
生
活
へ
の
影
響
の
認
識
は
。

市
長　
高
齢
者
や
障
害
者
の
社
会
参

加
を
促
し
、
共
生
社
会
の
充
実
期
待
。

問　
デ※

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
に
つ

い
て
①
関
連
計
画
へ
の
反
映
等
、
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
支
援
の
展
望
は

②
情
報
通
信
機
器
活
用
へ
の
支
援
は
。

市
長　
①
対
策
に
意
を
用
い
、
関
連

計
画
へ
の
反
映
を
含
め
検
討
、
実
施
。

デ
ジ
部
長　
②
市
職
員
の
Ｔ※

Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
ス
マ
ホ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
資
格
取
得

を
促
進
す
る
等
の
取
組
を
実
施
。

問　
障
害
者
支
援
で
あ
る
日
常
生
活

用
具
費
支
給
事
業
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
等
、
情
報
通
信
機
器
を
対
象
と

問　
物
価
高
騰
は
収
ま
る
気
配
な
く
、

市
民
の
暮
ら
し
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
。

福
祉
施
策
拡
充
は
前
進
面
と
評
価
す

る
が
問
題
な
の
は
生
活
へ
の
支
援
策
。

区
民
向
け
に
買
物
食
事
券
を
配
付
す

る
な
ど
独
自
の
対
策
を
す
る
自
治
体

も
増
加
。
力
の
あ
る
自
治
体
と
し
て

市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
抜
く
こ
と
が

重
要
。
市
民
生
活
に
対
す
る
認
識
と

市
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
な
ど

市
民
の
声
を
聞
く
機
会
を
通
じ
て
、

日
常
生
活
で
困
難
を
抱
え
る
方
が
い

る
と
認
識
。
市
は
各
施
策
の
拡
充
含

め
た
実
施
等
、
支
援
の
充
実
に
努
め

て
き
た
。
引
き
続
き
国
や
都
の
施
策

と
連
動
し
た
取
組
や
、
市
の
判
断
に

れ
る
。
電
子
図
書
館
構
築
を
急
げ
。

教
育
参
事　
電
子
化
図
書
が
少
な
い

等
の
課
題
あ
り
。
シ
ス
テ
ム
や
他
自

治
体
の
動
向
を
注
視
し
、
調
査
研
究
。

問　
Ａ
Ⅰ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
に
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、

障
害
者
の
利
便
向
上
も
図
れ
る
。
障

害
者
の
利
用
実
態
は
。

外
・
交
部
長　
利
用
者
全
体
の
ア
プ
リ

で
の
予
約
は
約
40
％
だ
が
、
障
害
者

割
引
利
用
者
の
ア
プ
リ
で
の
予
約
は

約
47
％
と
利
用
者
全
体
を
上
回
る
。

様
子
は
一
変
し
て
い
る
。
①
地
盤
補

修
工
事
の
進
捗
状
況
は
②
中
央
Ｊ
Ｃ

Ｔ
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
進
捗
は
③
事
業

外
用
地
の
住
民
へ
の
対
応
を
問
う
。

外
・
交
部
長　
①
７
年
５
月
末
時
点
で

約
９
割
が
移
転
。
約
４
割
の
地
盤
補

修
が
完
了
②
Ｂ
・
Ｆ
ラ
ン
プ
ト
ン
ネ

ル
と
も
に
慎
重
な
掘
進
作
業
が
進
み
、

一
時
停
止
中
③
事
業
用
地
外
へ
出
る

際
、
事
業
者
が
周
辺
住
民
へ
説
明
の

場
を
設
け
る
。
家
屋
調
査
の
希
望
が

あ
っ
た
際
は
事
業
者
が
丁
寧
に
対
応
。

問　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
実
現
の
う
ね

り
が
起
こ
る
今
、
重
要
な
の
は
公
的

発
信
。
次
期
男
女
共
同
参
画
推
進
プ

ラ
ン
策
定
に
当
た
り
問
題
意
識
は
。

市
長　
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
は

社
会
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ

き
重
要
な
課
題
と
認
識
。

問　
生
理
を
女
性
個
人
の
問
題
と
せ

ず
社
会
問
題
と
捉
え
、
市
内
公
共
施

設
へ
生
理
用
品
の
設
置
を
。

生
文
部
長　
各
施
設
の
設
備
環
境
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
必
要
な
方

に
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
取
組
推
進
。

問　
生
理
に
関
し
て
多
く
の
若
者
が

知
識
不
足
を
感
じ
て
い
る
。
①
市
の

課
題
認
識
、
学
校
の
取
組
状
況
は
②

学
校
へ
の
生
理
用
品
の
設
置
状
況
は
。

問　
路
線
バ
ス
の
減
便
が
深
刻
化
。

①
バ
ス
事
業
者
と
の
協
議
、
協
定
の

見
直
し
な
ど
バ
ス
路
線
確
保
の
努
力

を
②
国
や
都
に
支
援
拡
充
の
要
望
を
。

外
・
交
部
長　
①
７
年
度
地
域
公
共
交

通
計
画
策
定
に
取
り
組
む
。
西
路
線

は
運
営
支
援
拡
充
、
東
・
北
路
線
は

調
整
図
り
ミ
ニ
バ
ス
路
線
の
維
持
に

努
め
る
②
市
長
会
を
通
じ
て
要
望
。

問　
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
台
数
減
は

機
能
の
後
退
。
福
祉
的
側
面
も
備
え

た
地
域
公
共
交
通
に
予
算
投
じ
る
べ

き
。
北
部
地
域
内
交
通
の
方
向
性
は
。

外
・
交
部
長　
実
証
実
験
結
果
踏
ま
え
、

持
続
可
能
な
移
動
手
段
を
見
定
め
る
。

８
年
度
以
降
切
れ
目
な
く
実
証
実
験

後
の
取
組
に
移
行
す
る
よ
う
努
め
る
。

教
育
部
長　
①
知
識
を
身
に
つ
け
適

切
に
意
思
決
定
等
す
る
力
を
育
む
こ

と
が
課
題
と
認
識
。
適
切
な
性
教
育

を
各
学
校
に
指
導
②
中
学
校
は
全
校
、

小
学
校
は
17
校
の
ト
イ
レ
に
配
備
。

問　
子
ど
も
た
ち
が
、
多
様
性
を
認

め
合
い
相
手
を
尊
重
し
自
分
の
こ
と

を
大
切
に
す
る
た
め
の
人
権
教
育
が

重
要
。
市
の
取
組
状
況
は
。

教
育
部
長　
各
学
校
で
人
権
教
育
の

全
体
計
画
を
策
定
し
計
画
的
に
指
導
。

引
き
続
き
人
権
教
育
を
一
層
推
進
。

　
　
「
市
民
に
分
か
り
や
す
く
開
か
れ

た
議
会
」
を
目
指
す
取
組
の
一
つ
と

し
て
、
７
年
５
月
17
日
に
議
会
報
告

会
を
文
化
会
館
た
づ
く
り
で
開
催
し
、

24
人
に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
井
上
議
長
が
７
年
度
一
般
会
計
予

算
の
概
要
を
報
告
後
、
常
任
委
員
会

の
各
委
員
長
か
ら
３
月
議
会
で
の
予

算
審
査
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

主
な
報
告
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
＊　
　
＊　
　
＊　
　
＊

総
務
委
員
会
（
榊
原
委
員
長
）

　
闇
バ
イ
ト
対
策
に
つ
い
て
／
市
内

事
業
者
受
注
機
会
確
保
に
つ
い
て
／

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
等

文
教
委
員
会
（
須
山
委
員
長
）

　
ピ
ー
ス
部
の
新
た
な
沖
縄
派
遣
に

つ
い
て
／
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い

て
／
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て
等

厚
生
委
員
会
（
阿
部
委
員
長
）

　
子
ど
も
食
堂
へ
の
補
助
金
に
つ
い

て
／
食
育
推
進
事
業
に
つ
い
て
／
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
移
転
に
つ
い
て
等

建
設
委
員
会
（
大
野
委
員
長
）

　
調
布
ご
み
ナ
ビ
に
つ
い
て
／
調
布

駅
前
公
衆
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て
／

ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
促
進
に
つ
い
て
等

　
　
＊　
　
＊　
　
＊　
　
＊

　
報
告
の
後
は
、
参
加
者
か
ら
の
御

意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

の
御
意
見
を
含
め
た
詳
細
な
開
催
結

果
は
、
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
議
員
の
役
職
は
開
催
当
時
の
も
の
。

第
20
回
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た

生理用ナプキン無料提供ディスペンサー生理用ナプキン無料提供ディスペンサー
OiTr（市民プラザあくろすトイレ）OiTr（市民プラザあくろすトイレ）

提供：（一財）全日本ろうあ連盟提供：（一財）全日本ろうあ連盟
デフリンピック運営委員会デフリンピック運営委員会

東つつじケ丘２丁目の陥没箇所東つつじケ丘２丁目の陥没箇所

当日の様子当日の様子 市 HP

・

2020年10月18日事故当時2020年10月18日事故当時 2025年５月29日時点2025年５月29日時点
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次回の定例会は　月　日　からの予定です。なお、請願・陳情を提出される方で、
次回定例会での審議を希望する方は、　月　日　正午までに議会事務局へ提出してください。

登録番号（刊行物番号）2025－076

　
広
報
委
員
会
も
委
員
が
変
わ
り
、

顔
ぶ
れ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
今
定
例
会
最
終
日
に
は
、
八
雲

台
小
学
校
の
６
年
生
が
議
会
の
傍
聴

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
後
も
、

若
者
を
含
め
た
幅
広
い
世
代
に
、
議

会
活
動
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。　
（
広
報
委
員
一
同
）

案件に対する議員の態度

第２回定例会
市長提出議案第58号から第60号、第63号から第65号、委員会提出議案第４号及び第５号は５月30日、市長提出議案第68号は６月２日、
その他の案件は６月18日に議決しました。
※態度表内の「議」は議長で、採決には加わりません。

【各会派の名称と人数】
　チ…チャレンジ調布（８人）　公…公明党（５人）　自新…自民党新政会（５人）　共…日本共産党（２人）
　維…日本維新の会（２人）　に…れいわネット・にじいろの会（２人）　自民…自由民主党（１人）
　立…立憲民主党（１人）　	ミ…調布ミライ政策会議（１人）　次…次世代・調布（１人）

議
案
番
号
等

件　　名 結　果

チチチチチチチチ公公公公公自
新
自
新
自
新
自
新
自
新共共維維にに自民立ミ次

丸
田
　
絵
美

山
根
　
洋
平

青
山
　
　
誠

井
上
　
耕
志

川
畑
　
英
樹

清
水
　
仁
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	 〈議員提出議案〉	 ○○…賛成　　×…反対　　－…欠席

10 主食である米の安定供給を求める意見書提出について 可　決 ○○ ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ 議 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

11 外国免許切替制度の手続厳格化を求める意見書提出について 可　決 ○○ ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ 議 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

12 事前復興まちづくり計画の策定支援を求める意見書提出について 可　決 ○○ ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ 議 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

13 地方消費者行政に対する恒久的な財源確保等を求める意見書提出について 可　決 ○○ ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ 議 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

14 米国の関税措置に対応した中小企業等支援策の拡充を求める意見書提出につ
いて 可　決 ○○ ○○ － ○○ ○○ ○○ ○○ 議 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

	 〈委員会提出議案〉	 ○○…賛成　　×…反対

4 調布市議会傍聴規則の一部を改正する規則 可　決 ○○ ○○ ○○ 議 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
5 専決処分事項の指定についての一部改正 可　決 ○○ ○○ ○○ 議 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

	 〈請願・陳情〉	 ○○…採択　　□□…趣旨採択　　×…不採択　　△△…継続審査
陳情第27号は、委員会審査において採択、趣旨採択、不採択に意見が分かれ、いずれも過半数に達しないため結論を得ず審議未了となりました。

陳27 国に対し適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止を求める意見書の
提出についての陳情 審議未了

58 専決処分の承認について（調布市税賦課徴収条例の一部を改正する条例）

59 専決処分の承認について（調布市都市計画税賦課徴収条例の一部を改正する
条例）

60 専決処分の承認について（調布市国民健康保険税賦課徴収条例の一部を改正
する条例）

61 調布市税賦課徴収条例の一部を改正する条例
62 調布市市民農園条例の一部を改正する条例

報３ 専決処分の報告について（物品の管理の瑕疵により人身に損害を与えた事故
による損害賠償の額を決定したもの）

報４ 専決処分の報告について（物品の管理の瑕疵により人身に損害を与えた事故
による保険給付に係る損害賠償の額を決定したもの）

報５ 一般財団法人調布市市民サービス公社の経営状況について
報６ 公益財団法人調布市文化・コミュニティ振興財団の経営状況について

報７ 公益社団法人調布市スポーツ協会の経営状況について
報８ 公益財団法人調布ゆうあい福祉公社の経営状況について
報９ 調布市土地開発公社の経営状況について
報10 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館の経営状況について
報11 令和６年度調布市繰越明許費繰越計算書について
報12 令和６年度調布市下水道事業会計予算繰越計算書について

63 調布市立多摩川小学校給食室改修工事請負契約
64 調布市立多摩川小学校給食室改修に伴う機械設備工事請負契約
65 調布市立富士見台小学校給食室改修に伴う機械設備工事請負契約
66 物損事故に関する損害賠償の額の決定について
67 調布市監査委員の選任について（岩倉　哲二氏を同意）
68 調布市監査委員の選任について（鈴木　宗貴氏を同意）

	 〈満場一致で承認・可決・同意した市長提出議案〉

	 	 〈市長報告〉

令和６年度会派別政務活動費収支報告
チャレンジ
調布 公明党 自民党新政会 日本共産党 立憲民主党 日本維新の会 自由民主党 生活者

ネットワーク
れいわ

新選組調布
調布ミライ
政策会議

収　　　入 2,400,000 1,500,000 2,000,000 600,000 600,000 100,000 300,000 300,000 300,000 300,000

支
　
　
　
出

調 査 研 究 費 650,121 174,296 787,655 44,660 63,349 45,610 54,186 75,868 0 0
研 修 費 0 0 5,110 0 0 0 0 52,638 0 18,000
広 報 費 1,852,127 892,757 1,111,643 404,030 393,154 127,087 377,300 145,638 196,588 285,785
広 聴 費 43,890 0 0 0 0 0 0 0 0 0
要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資 料 作 成 費 11,397 120,288 0 50,160 190,212 0 0 0 0 3,980
資 料 購 入 費 24,000 23,160 129,125 57,600 0 9,200 0 22,400 0 3,993
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合 計 2,581,535 1,210,501 2,033,533 556,450 646,715 181,897 431,486 296,544 196,588 311,758
返 還 額 0 289,499 0 43,550 0 0 0 3,456 103,412 0

（単位：円）

※令和７年２月１日付で会派名変更「自民・維新の会」→「自民党新政会」　　※「日本維新の会」は、令和７年２月１日に会派結成したため、交付は令和７年２月分からです。

	【主な支出項目の内容】
調査研究費… 市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査

委託に関する経費
研　修　費… 研修会の開催及び研修会への参加に要する経費
広　報　費… 政務活動及び市政についての市民への報告及び広報

に要する経費
広　聴　費… 政務活動及び市政に対する市民等の要望及び意見の

聴取に要する経費
資料作成費… 政務活動に必要な資料の作成に要する経費
資料購入費… 政務活動のために必要な図書、資料等の購入に要す

る経費

	【政務活動費とは】
　政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に資
するため、議員１人当たり月額25,000円が会派ごと
に所属議員数に応じて交付されています。政務活動
費として支出するためには、使途を明確にし、全て
の収支に必ず領収書またはこれに代わる書類を添付
しなければなりません。また、前年度の収支につい
て毎年４月30日までに各会派が収支報告書を作成し、
残額がある場合は市へ返還することになっています。

　令和６年度の政務活動費について、その収支を報告します。収支報告書・収支内訳、収入・
支出伝票などは市ＨＰに掲載しています。市ＨＰ→市議会→政務活動費からご覧ください。政務活動費　収支報告政務活動費　収支報告

市HP

４９ （　）木
28８ （　）木
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